
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成29年度から、世田谷区都市デザイン課の主導で、
奥沢交和会、土とみどりを守る会が連携し、奥沢１

丁目～３丁目を対象とした「界わい形成地区」の制

定に向けた作業が進められています。全戸配付され
るチラシにたびたび出てくる「界わい形成地区」と

は、聞き慣れない言葉だと思います。そこで、それ

が何であり、どういう効果があるのか、なるべくわ

かりやすく説明したいと思います。 
 
まず、ちょっと遠回りになりますが、「界わい形成
地区」（世田谷区風景づくり条例の規定）の基本にあ

る「景観法」（国の法律）が制定された背景からご説

明します。 
 
日本では特に戦後から、地域との調和を考えない建

築や構造物が多く建てられ、街並みや自然景観から
その地域らしさが失われてしまいました。そこには、

建築基準法や都市計画法といった一般ルールを守れ

ば、所有者の自由で何を作っても良い、という日本

の常識があります。これに対して、風格のある美し

い街並みを維持している世界の都市では、厳密な建

築や色彩の規制があったり、特にルールがなくても、
既存の街並みと違和感のある建築は建てないという

社会的な常識が共有されています。 
 
このような日本の景観、風景の現状に対する反省か

ら、平成16年に「景観法」が制定されました。それ
以前も、風致地区、美観地区といった、その景観の
価値が確立しているところについてはルールが定め

られています。それに加え、これから作られる街並

みについても新たなルールを定め、地域でその合意

形成をすることで、建設行為などがあるとき、事前 

に行政がその内容を誘導し、良好な街並みを形成す

るという仕組みができました。世田谷区では、改正

された「風景づくり条例」がその役割を担います。 
 
風景づくり条例では、その価値が既に確立している

国分寺崖線を中心とする「水と緑の風景軸」に加え、

新たな風景（街並み）を生み出すための仕組みとし

て「界わい形成地区」が定められています。これは、

奥沢で実現できれば世田谷区では第一号、全国的に

も先進事例となります。 
 

                  （区の配付資料から引用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
「界わい形成地区」を実現するために重要なのは、

風景づくりの「目標」を地域の方々で共有すること
です。奥沢地区では、特に新しいルールをゼロから

作る必要は無く、もともとある良好な奥沢の風景（街

並み）に学び、それを次世代に継承するということ

を目標とすることがわかりやすいと考えています。
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界わい形成地区について 
 



奥沢地区には「大ケヤキのある散歩道」、「奥沢海軍

村ゆかりの風景」、「鷺草伝説ゆかりの奥沢城址のあ

る風景」という３つの地域風景資産、そして、奥沢

２丁目の「界わい宣言」といった、住民主体による
風景づくりの実績があります。また町会（奥沢交和

会）と風景づくり団体（土とみどりを守る会）との

連携関係も良好なので、界わい形成地区の制定に向

けた地固めはできていると言えます。 
 
奥沢の風景づくりの「目標」は、街並みの特徴的な
みどり（高木に拘らない）や、街並みの色彩を、新し

い建築に継承することが基本だと考えます。 

 
風景づくりの目標は奥沢１丁目～３丁目全体で共
有しますが、建設行為などがあるとき、事前に区が

その内容を誘導する「界わい形成地区」は、限定さ

れたエリアとなります。 
 
奥沢２丁目では、独自に土地を開発した地主が大き

めの区画を設定することで、良好な街並みが形成さ
れました。昭和４年の地図を見ると、緑が多い地区

として表示されていおり、今でもその風景（街並み）

が継承されているエリアがあります。 
 
奥沢１，３丁目では「玉川全円耕地整理」により、

整然としたグリッド状の区画に一本の斜めの道路が
横切るという道路計画で、高低差を活かした特徴的

な景観が形成がされています。 
現在、この二つのエリアを候補として「界わい形成

地区」を定めるための検討が進められています。 
 

 
奥沢の風景づくりについて、なるべく多くの方にご

関心をもっていただくために、昨年に引き続き11月
17日（日）に、おくさわ奥沢風景祭を開催する予定
です。今年は奥沢２丁目を中心に、奥沢交和会館、 
 

奥沢に長くお住まいの方は、特にルールが無くても

このような街並みを維持されていますが、新しい世

代、そして地区外から新しくお住まいになる方にい

かにして街並みを継承していただくかが課題となっ
ています。 
 
「界わい形成地区」が導入されることで、奥沢が培

ってきた快適で住みやすい住環境が、これからも多

くの方に継承され、古くからお住まいの方、新しく

住まわれる方が共通して誇りに思えるような街並み
が継承されることと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（区の配付資料から引用） 
 

 
シェア奥沢などのいくつかの会場を連携します。 
世田谷区、奥沢交和会、土とみどりを守る会が協力

し、今年からトラストまちづくりも加わります。 
詳細は今後配付される案内チラシをご覧下さい。 
 
 

界わい形成地区を指定するエリアについて 

今年の「おくさわ風景祭」 

お断り：前号でご案内した「樹木の剪定」の試行は、都合により今年は行わないことになりました。 






